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資　　料

Ⅰ．緒言

　2020 年 1 月に日本で初めて COVID-19 が確認
されてから、各教育機関では、2020 年度の授業
開始時期の延期や遠隔授業の実施または検討など
の対応を迫られた［1］。本学でも約 1 か月授業開
始時期を延期し、多くの科目が遠隔授業に切り替
わる事態となった。看護基礎教育において、看護
技術は看護実践能力の育成に欠くことのできない
学修内容である［2］。これは、知識獲得と同時に
反復した実技訓練を行うことで技能を身につけて
こそ、技術修得が可能となるといわれている［3］。
つまり、看護技術演習は対面で、実習室等の環境
が整った場で行うことが求められている。しかし、
2020 年度は COVID-19 の影響からその実施が困
難となり、遠隔授業で代替せざるを得ない状況と
なった。今回、COVID-19 感染拡大という危機的

状況下において展開された 2020 年度の生活援助
技術の授業を振り返るとともに、学生の理解状況
に着目した授業改善アンケートの分析を行った。
本研究の目的は、遠隔授業を取り入れた生活援助
技術の授業を受講した学生の理解状況と、その結
果に至った理由を考究することで、今後の教育方
法の示唆を得ることである。現在ではワクチンが
普及し、対面授業の割合が増えつつあるが、今後
も変異株の流行や未知の感染症等により遠隔で看
護技術演習を行わざるを得ない状況もあり得る。
これまでにコロナ禍における生活援助技術の授業
方法に関する報告は少ない［4-5］。そのため、今
回の研究により同様の状況が発生した際の参考資
料とすることができる。また、ポストコロナ時代
を見据えた新たな看護技術教育の方法を検討する
資料とすることができる。
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Ⅱ．方法

１）期間

　2020 年 11 月～ 2022 年 4 月

２）対象

　FD 委員会が実施した「基礎看護技術Ⅱ」の
2019 年度と 2020 年度の授業改善アンケート分析
データ

３）授業の概要と展開

　2020 年度前期に開講された「基礎看護技術Ⅱ」
は看護学科 1 年生 92 名を対象とした生活援助技
術を学ぶ全 30 回の授業である。本科目は講義と
演習から構成されている。援助の基礎知識を講義
で学び、演習を通してその実際を学ぶ。例年では
単元ごとに講義の後に演習の流れとなるが、2020
年度は感染症流行状況を見極め、可能な限り演習
を対面で実施できるよう講義を先に続けて行うな
ど授業計画を変更した。2020 年度の講義はすべ
て遠隔とし、LMS（Learning Management System；
以下、LMS）より学生の通信環境を考慮したう
えでオンデマンド配信とした。7 月下旬以降、県
内の感染者が急増し、特に若い世代の感染者の報
告が連日相次いだことから、すべての演習を遠隔
に変更した。結果的に遠隔講義 14 回、対面演習
7 回、遠隔演習 9 回となった。
　対面演習は、厳重な感染対策のもと実施した。
実習室入室前後は必ず手洗いをし、演習中は適宜
手指消毒を指示した。また、学生同士の距離を保
つよう指示し、演習内容により学生同士の距離が
近くなる場合にはフェースシールドを着用させ
た。接触の機会を減らすため、2 コマ続きの演習
は 1 コマを対面、1 コマを遠隔にするなどした。
通常は学生が看護師役・患者役になり援助技術を
行うが、患者役をモデル人形として学生同士が接
触しないようにした。

４）分析方法

　授業改善アンケートは 14 の設問項目があり、5

段階（5：そう思う、4：ややそう思う、3：どち
らでもない、2：あまりそう思わない、1：そう思
わない）で選択するものと、自由記載で回答する
ものがある。特に学生の理解状況に関する設問②

「この授業の内容を理解できましたか」と、設問
⑧「教え方（教授法）はわかりやすかったですか」
に着目し、2019 年度（対面授業）と 2020 年度（対
面授業と遠隔授業）のアンケート結果の比較を
行った。分析には SPSS Statistic Ver.24 を用い、
Mann-Whitney の U 検定を行った。

５）倫理的配慮

　分析データは匿名性が担保された授業改善アン
ケート結果を使用した。

Ⅲ．結果

　遠隔講義は資料配信型［6］とし、PowerPoint
に音声データを付加して配信した。学生の理解を
促すために講義資料は必須と考え、郵送または配
布した。遠隔授業では双方向性を保つことを重視
した。講義後は毎回学生に出欠確認課題を提出さ
せ、質問があった場合は次回以降の授業で回答し
た。その他にも、質問に対応できるよう LMS に
掲示板を作成するなどした。演習は感染症流行状
況を見極めたうえで、対面と遠隔を組み合わせ、
表1のとおり実施した。遠隔演習では、ディスポー
ザブルタイプの清拭タオル、おむつなどの教材を
郵送または配布した。その他にも自宅にあるもの
を代用品として準備させるなど、できる限り学生
が自宅で実践できるようにした。また、遠隔演習
では COVID-19 の影響から期間限定で無料開放さ
れた動画配信サービス［7-8］や、教員が作成し
たデモンストレーション動画などの映像教材を活
用した。これらの映像教材はいずれも LMS から
繰り返し視聴できるようにした。教員によるデモ
ンストレーション動画は、演習目標に沿って構成
し、教員が実習室でデモンストレーションを行う
様子を撮影した。その際、細かい手技は手元を拡
大したり画角を変えるなどした。また、作成した
動画内では、学生が自宅で実践できる方法を示し、
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表１　生活援助技術 演習の実施方法と内容

単元 方法 内容

環境調整

対面 病床環境・ベッドの構造について学習，マットレスパッド・下シーツのたたみ，
下シーツまでのベッドメーキングを行った

遠隔 環境調整技術に関するデモンストレーション動画・動画配信サービスを視聴後，
LMS に課題を提出させた

対面 対面で防水シーツ・横シーツ・布団・包布・枕カバーのたたみ，一連のベッド
メーキングを行った

遠隔 臥床患者のシーツ交換の方法についてデモンストレーション動画，動画配信
サービスを視聴後，LMS に課題を提出させた

対面 対面で病室の環境アセスメント，ベッド周囲の清掃，リネン類の交換を行った

活動・休息
対面 体位変換はモデル人形を患者として実施した．車椅子移送は学生が患者役とな

り実施した．ストレッチャーの移乗・移送は動画視聴による学習とした対面

清潔・衣生活　　

対面 モデル人形を患者として和式寝衣の交換を行った

対面 モデル人形を患者として，足浴を行った．感染症流行状況から，湯を使用せず
必要物品の準備から手順や流れ，方法の確認に留まった

遠隔 動画配信サービスを視聴し全身清拭の手順や方法，留意点・根拠について復習
を行い，課題として学びや感想を LMS に提出させた

遠隔
「自宅でできる全身清拭」として教員によるデモンストレーション動画を視聴
後，自宅で自分自身や家族の清拭を行い，課題として実践をとおしての学び・
感想を LMS に提出させた

遠隔 教員が行う洗髪のデモンストレーション動画や動画配信サービスを視聴後，気
がついたことを課題にまとめて提出させた

遠隔 自宅で洗髪の看護師体験・患者体験を 2 つ以上行い，そこから学んだことや考
えたことを課題にまとめて提出させた

食事 遠隔

前半は動画配信サービスを視聴，後半は「普段の食事を見つめなおす－自分の
食事アセスメントから学ぶ食事介助－」と「配膳」を行った．配膳に必要な教
材（ネームバンド・食札等）は郵送した．実践をとおしての学びを課題にまと
めて LMS で提出させた

排泄

遠隔 アセスメントに基づく排泄の援助について動画配信サービスを視聴させた

遠隔 「紙おむつ装着体験」「陰部洗浄の模擬演習」を行い，体験・実践をとおしての
学び・感想を LMS に課題として提出させた．必要な教材は配布した

実践をとおした学びや気づきを課題として提出さ
せた。提出された課題に対し、次回以降の授業で
フィードバックを行い、学生の学びをクラス全体
で共有した。
　2020 年度の授業改善アンケートの結果を表 2
に示す。なお設問⑩の結果は省略した。回答数は
42（回答率 47.8％）だった。設問②「この授業の
内容を理解できましたか」は科目平均 4.6、設問

⑧「教え方（教授法）はわかりやすかったですか」
は科目平均 4.5 だった。これらについて、すべて
対面授業だった 2019 年度（対象者数 91、回答数
88、回答率 96.7％）と比較した結果、有意差はな
かった（表 3）。2020 年度の授業改善アンケート
の設問⑫には「分かりやすく丁寧に説明をしてお
り、理解しやすかった」、「演習では先生方のデモ
ンストレーションがわかりやすく、理解すること
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ができて良かったと思う」、「実際に先生方が演習
を行なっている動画が分かりやすかったです」、

「分かりやすく丁寧に説明をしており、理解しや
すかった」等、6 件の回答があった。同じく設問
⑭には、「遠隔でも家で演習できるよう先生方が
動画や資料、PPE やおむつなどの必要物品を用

意してくださり一時間一時間がすごく濃い内容に
なりました」、「遠隔授業の際の演習はむずかしい
のではないかと思っていましたが、対面と変わら
ずにしっかりと教えてくださったので理解しなが
ら進めることが出来ました」、「看護技術の動画な
どをくり返し見て学ぶことができたため、良かっ

表２　授業改善アンケートの設問項目と結果

設問項目 科目平均

① この授業を意欲的に受講しましたか 4.7

② この授業の内容を理解できましたか 4.6

③ 考え方、能力、知識、技術などは向上しましたか 4.6

④ 自ら学ぶ意欲は湧きましたか 4.7

⑤ 自ら進んで課題を発見し、探求する力が身につきましたか 4.5

⑥ 教員に熱意は感じられましたか 4.8

⑦ 板書や配布物、提示資料は読みやすかったですか 4.8

⑧ 教え方（教授法）はわかりやすかったですか 4.8

⑨

教員の一方的な授業ではなくコミュニケーションはとられてい
ましたか（双方向ＺＯＯＭ型を含む） （オンデマンド型授業（動
画配信）の場合は、学生へのフィードバックなどが適切になさ
れていましたか？）

4.5

⑩
【５つの力】この科目（領域）の授業を受けてどのような力が身
につきましたか。該当するもの全てにチェックしてください（複
数選択可）

⑪ この授業を総合的に判断すると良い授業だと思いますか 4.8

⑫ この授業で良かったと思う点を入力してください

⑬ この授業で良くなかったと思う点、改善すべきと思う点を詳し
く入力してください

⑭ 遠隔授業（オンデマンド（動画配信）型・双方向ＺＯＯＭ型）
が行われた場合は、受講した感想や意見を入力してください

表３　学生の理解状況に関する授業改善アンケート結果と前年度との比較 
　　　（Mann-Whitney の U 検定）

設問 2019 年度
（n=88)

2020 年度
(n=42) p 値

② この授業の内容を理解できましたか 5［4-5］ 5［4-5］ 0.541

⑧ 教え方（教授法）はわかりやすかったですか 5［5-5］ 5［5-5］ 0.858

設問：中央値［第 1 四分位－第 3 四分位］
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たと思う」、「分かりやすく指導してくださったた
め学力の向上だけでなく技術の向上に繋がりまし
た」等、4 件の回答があった。

Ⅵ．考察

　2020 年度は対面授業は 7 回のみで、その他の
23 回はすべて遠隔授業となった。しかし、学生
の理解状況は前年度の授業改善アンケート結果と
比べて有意な差はなく、高値を示した。遠隔授業
であっても学生が「理解できた」「わかりやすい」
と捉えた理由について考察する。
　まず、学生が「理解できた」と捉えた理由とし
て、遠隔授業において双方向性を重視したことが
考えられる。今回の遠隔授業はオンデマンド型と
したために、学生は時間や場所を問わず、繰り返
し視聴できる環境にあった。その際、双方向性を
保つための工夫として、学生の質問に対応できる
環境を整え、提出させた課題に対しフィードバッ
クを行い学びの共有を図るなどした。質問に対応
し学生の疑問を解消したことは、学生の理解を深
めることにつながったと考える。オンデマンド型
の授業は、知識習得において最も学習効果が期待
されるタイプとされる一方で、授業内での教員と
のやり取りや即時性や即興性のある対話的な学習
ができないという側面がある［9］。オンデマンド
型のメリットを活かしつつ、双方向性が保たれる
ようフィードバックを行ったことは、学生の理解
を深めた理由のひとつとなったと考えた。しかし、
即時性のある対話的な学習とするためには今後検
討の余地がある。このような双方向性を重視した
遠隔授業が、学生の理解を促したと考えた。その
他にも、遠隔授業の資料や教材の準備は、学生の
理解を促したと考える。遠隔講義の資料は LMS
からダウンロードし各自で印刷させる方法もあっ
たが、今回は郵送または配布した。文献によれば、
印刷可能な学生はごく少数で PC が自宅に合って
もプリンタまで完備している環境は少数と言われ
ている［10］。教員に負担が生じるものの、資料
の郵送や配布は妥当であったと考える。　
　さらに、遠隔演習では可能な限り自宅で実践で

きるよう、自宅にあるものを代用品として準備さ
せ、必要教材は郵送・配布するなどして実践方法
を提示した。これにより学生は自宅で教材に触れ
ながら実践することができ、理解を深めることが
できたと考える。実物や模型など、本物を想起さ
せるリアリティのある教材は学習者の意欲を刺激
するといわれている［11］。また、教材を媒介と
した思考活動を通して初めて、真の意味で「わか
る」という状態に至る［12］とも言われている。
遠隔授業では対面授業に比べ使用できる教材が限
られるが、そのなかでも自宅で学生が活用できる
教材を精選し、実施できる環境を整えたことが、
学生の意欲を刺激し「わかる」に結びついたと推
察された。
　次に、学生が「わかりやすい」と捉えた理由の
ひとつに、映像教材の活用があると考える。今回
の遠隔演習では、動画配信サービスや教員が作成
した動画を活用するなどして遠隔演習を行った。
映像教材は、学生の視覚や聴覚に訴えられるとい
う強みがあり、言葉による説明では理解しにくい
学修内容を映像によって補完できるといわれてい
る［13］。そのため、学生は動画配信サービスの
内容から、講義で学んだことを想起し、援助技術
全体のイメージをつかむことができたと思われ
る。教員が動画を作成することについて、相原ら

［14］は「講義する内容と演習する内容をリンク
させて、学生の戸惑いを軽減できること」などを
メリットに挙げている。また、中村ら［15］は「教
材が対象学生のレベルを認知している教員のオリ
ジナルであることは、より学習効果を高めること
につながる」と報告している。今回、遠隔演習内
容にリンクした動画を作成したことで、学生はポ
イントとなる点や自宅で実施すべき内容をイメー
ジできたと考える。遠隔演習においては、これら
を上手く組み合わせて活用することが、学生に
とっての「わかりやすさ」になり得ると考えた。
遠隔演習の場合、映像教材の内容が学生の理解状
況に大きく影響すると考える。そのため、遠隔演
習で映像教材を活用する際は、学修目標に沿った
内容か、視聴時間は適切かなど、見せる内容を十
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分に吟味し、洗練していくことが今後求められる
と考えた。

Ⅴ．限界

　分析方法について、授業改善アンケート結果の
年度比較を行ったが、同一の受講生を調査対象と
していない。また、2020 年度は得られた回答数
が少なかった。これは、2019 年度は対面でマー
クシートを用いたのに対し、2020 年度は遠隔で
LMS を用いたことが影響したと思われる。その
ため、2020 年度は受講に積極的な学生の意見が
反映された可能性は否定できない。今後は回答率
を高める工夫が必要である。さらに、今回は授業
改善アンケートの一部のみを分析しており筆記試
験や技術試験の成果について言及できていない。
本科目は演習科目であるため、技術修得が重要と
なる。今後は成果も含めた検討が必要である。

Ⅵ．結論

　COVID-19 の影響により 2020 年度は授業計画
の変更や遠隔授業の実施を余儀なくされた。しか
し、2020 年度受講生の理解状況は前年度と差は
なく「理解できた」「わかりやすい」と捉えていた。
双方向性を重視し、遠隔授業で使用する資料のほ
か、学生が自宅で演習に取り組めるように教材を
準備したことが学生の理解を促し、教員が作成し
た動画や他の映像教材を組み合わせて活用したこ
とが、学生にとってのわかりやすさを生んだと考
えた。今後は技術修得状況等、学修成果との関連
を調べる必要がある。
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